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国
体
局
の
体
制
を
強
化

㎜個･--･･---■-一番■-----･･･-･-･･--･晶･--･---■---■--
　　市では、効率的な組織・機構の整備を図るために、

４月14日付で機構の改革と人事異動を行いました。機
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構では、本市の最重点課題である63年京都国体の成功
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ニテに向け、国体事務局の体制を強化。また、コミユ
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イーに関する業務体制拡充のために、広報課に自治振
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今回の機構改革に伴い、各部局興係を新設しました。
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を合わせて158人が異動しました。

　
今
回
の
機
構
改
革
で
は
、
厳
し

い
襲
殺
済
情
勢
の
変
化
に
対
応

し
、
多
様
化
、
高
度
化
す
る
住
民

要
望
に
こ
た
え
る
た
め
、
効
率
的

な
組
織
・
機
構
の
整
備
と
、
一
方

で
は
職
員
定
数
管
理
の
適
正
化
を

図
り
ま
し
た
。

　
組
織
・
機
構
に
つ
い
て
は
、
本

市
の
最
重
点
課
題
で
あ
る
六
十
三

年
京
都
国
体
の
成
功
に
向
け
、
体

制
強
化
の
た
め
に
再
編
。
国
体
事

務
局
を
、
男
竹
の
一
課
二
係
か
ら

総
務
課
、
競
技
式
典
課
の
二
課
に

増
設
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
に
二
係
を

置
き
、
十
三
人
か
増
員
、
総
数
二

十
二
人
の
体
制
と
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
年
度
も
国
体
へ
の
増

員
は
、
各
課
か
ら
の
応
援
を
基
本

に
配
置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
関

す
る
業
務
体
制
を
拡
充
す
る
た
め

に
、
広
報
課
に
自
治
振
興
係
を
新

設
。
廃
園
に
な
っ
た
幼
稚
園
の
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
な
ど
へ
の

利
用
に
向
け
て
、
開
設
準
備
の
た

め
担
当
主
幹
を
配
尹
鬘
し
た
。

　
一
方
、
健
康
で
明
る
い
牛
活
を

過
ご
せ
る
ぷ
コ
、
そ
の
一
つ
と
し

て
老
人
保
健
の
充
実
の
た
め
、
保

健
予
防
課
の
二
係
戦
健
康
管
理

係
と
保
健
指
導
係
に
再
編
し
ま
し

た
。
更
に
福
祉
事
務
所
で
は
、
保

護
課
保
護
係
を
保
護
第
一
・
第
二

係
に
分
割
。
保
護
業
務
の
充
実
を

図
る
こ
と
に
し
て
い
毒
丁
。

改革された部門
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:

　　自治振興係　　　　　　宇治市産業会館　　　｜

企画管

下
水
道
事
務
は

東
宇
治
浄
化
セ
ン
タ
ー
へ

膏

一
部
供
用
開
始
を
し
て

生活環境S|i　　　　　　　　ｉ
　　　　芦

健予防課[健康管理係

　　　　　　　　　保健指as係i

　
そ
こ
で
、
事
務
事
業
を
推
進
す

る
た
め
に
、
建
設
部
下
水
道
管

理
課
と
下
水
道
建
設
課
は
、
事
務

所
聖
釆
宇
治
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
移

転
。
ふ
築
、
下
水
道
に
関
す
る
事▲下水道事務が取り扱われる東宇治

　浄化センター（木幡北島10）

務
は
次
の
東
宇
治
浄
化
セ
ン
タ
ー

で
取
り
扱
い
ま
ず
。

○
東
宇
治
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
宇
治

　
市
木
幡
北
島
一
〇
・
容
⑩
８
４

　
７
５
）

▼
下
水
道
管
理
課
庶
務
係
（
豊
⑩

　
8
4
7
5
）

▼
下
水
道
管
理
課
管
理
普
及
係
（

　
豊
⑩
8
4
7
6
）

▼
下
水
道
建
設
課
計
圃
係
・
建
設

　
第
一
係
・
第
二
係
（
容
０
８
５

　
１
１
）

　
　
1
5
8
人
が

　
　
新
し
い
職
場
へ

　
今
回
の
機
構
改
革
に
伴
っ
て
、

各
部
局
合
わ
せ
て
百
五
十
八
人
が

異
動
。
内
訳
は
、
部
長
級
八
人
、

課
長
級
二
十
二
人
、
係
長
級
三
十

六
人
。
一
般
職
九
十
二
人
で
す
。

ま
た
、
四
月
一
日
付
け
で
新
規
採

用
さ
れ
た
職
員
十
一
人
は
、
十
一

日
間
の
研
修
や
実
習
の
後
、
同
じ

く
四
月
十
四
日
付
で
各
職
場
に
配

属
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
期
待
に
こ

た
え
よ
う
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
四
月
一
日

５
　
１
ぶ
ぶ
ロ
こ

と
二
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
発
行
の
市
政

だ
よ
り
一
面
、
投
票
所
一
覧
表
の

中
で
、
第
二
十
区
の
小
倉
小
学
校

の
所
在
地
が
、
小
倉
町
西
浦
1
3
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
正
し
ぐ
は

小
倉
町
西
畑
1
3
で
す
。
こ
こ
に
訂

正
し
お
わ
び
し
ま
す
。

721

下
水
道
の
管
理
普
及
と
今
後
の
施

設
整
備
な
ど
の
充
実
を
図
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

京
滋
バ
イ
パ
ス
宇
治
川
橋

架
設
　
橋
げ
た
両
岸
を
結
ふ▲クレーン車でつり上げられ、鋼鉄製ブロ

　ックが架設される(仮)宇治川橋

　
京
Ｅ
バ
イ
パ
ス
宇
治
川
橋
（
仮

称
）
の
架
設
工
事
は
、
四
月
十
四

日
、
同
川
右
岸
と
横
島
地
域
の
高

架
橋
と
鶯
紹
ぷ
橋
げ
た
が
か
か
り
、

完
成
に
向
け
て
大
き
ぐ
前
進
し
ま

し
た
。

　
こ
の
日
は
、
下
り
走
行
車
線
部

分
で
、
長
さ
十
九
メ
ー
ト
ル
、
高

さ
二
・
八
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
・
九

メ
ー
ト
ル
、
重
さ
二
十
七
ト
ン
の

鋼
鉄
製
ブ
ロ
ッ
ク
一
本
を
架
設
。

こ
れ
で
、
宇
治
川
の
両
岸
が
結
ば

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
宇
治
川
橋
は
、
横
島
町
大

島
の
宇
治
川
右
岸
と
横
島
町
郡
の

同
左
岸
を
結
ぶ
も
の
で
、
全
長
二

百
七
十
四
メ
ー
ト
ル
。
昭
和
五
十

九
年
十
一
月
に
着
工
、
本
年
一
月

二
十
七
日
か
ら
橋
げ
た
の
架
設
工

事
を
進
め
て
来
ま
し
た
。
同
橋
は
、

本
年
十
一
月
末
に
は
、
完
成
の
予

定
で
す
。

市の機構を改革

防犯は日ごと家ごと

　　　　　　地域ごと

春の市民文化祭

5月3日(日)～5日（祝）・中央公民館

春の防犯活動実

施中5月10日

まで

催
し
物

お待ちしてまぁ

ーす
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差別のない住みよい社会を

同和問題を考える

5
月
3
日
は
憲
法
記
念
日
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　 　 ５ 月 ３ 日 は 憲 法 記 念 日 一

。

憲 法 に は

、
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そ の 基 本 原 則 の １ つ と し て 「 基 本 的 人 権
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の尊重」が明記。これは、―人ひとりが

ト
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
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す
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会を築くことを目指してい
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うに

、

憲法は私たちの人権

す保障。しかし、その権威を保つのは、

べて私たち自身の在り方にゆだねられて

います。憲法の意義を、身近な問題から
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今一度考えてみましょう。

　
日
本
国
憲
法
が
施
行
さ
れ
て
か

ら
、
今
年
で
四
十
年
目
。
憲
法
は

戦
争
の
悲
惨
な
体
験
と
反
省
か
ら
、

一
人
ひ
と
ぴ
が
互
い
に
尊
重
さ
れ

る
社
会
、
誰
も
が
人
間
ら
り
ぐ
幸

せ
に
暮
ら
せ
る
平
和
な
襲
翠
桑

く
こ
と
忿
昂
し
て
、
制
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
国
民
主
権
、
基
本
的
人
権
の
尊

重
、
平
和
主
義
の
三
本
柱
が
憲
法

の
基
本
原
則
。
特
に
大
切
な
原
則

と
し
て
、
人
間
β
し
ぐ
生
き
る
権

利
、
つ
ま
り
居
住
・
移
転
の
自
由
、

働
く
権
利
、
教
育
を
営
け
る
権
利
、

健
康
で
文
化
的
な
牛
活
を
お
く
る

権
利
、
幸
福
衆
心
求
す
る
権
利
な

ど
を
「
基
本
的
人
権
」
と
し
て
、

保
障
し
て
い
未
了
。

市
民
の
力
で

　
同
和
問
題
の
解
決
を

　
私
た
ち
の
社
会
に
は
、
様
々
な

差
別
が
存
在
し
て
い
未
了
。

　
女
性
に
対
す
る
差
別
、
人
種
や

民
族
に
対
す
る
差
別
、
身
体
に
障

害
か
痔
つ
人
た
ち
に
対
す
る
差
別
、

同
和
地
区
や
そ
こ
に
住
な
人
た
ち

に
対
す
る
差
別
な
ど
で
す
。

　
人
間
の
尊
厳
を
踏
み
に
じ
り
、

憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
は
ず
の

基
本
的
人
権
が
、
様
々
な
形
で
侵

害
さ
れ
て
い
る
訳
で
す
。

　
と
昨
わ
け
、
同
和
地
区
に
住
ん

で
い
る
人
た
ち
に
対
す
る
差
別
は
、

重
大
で
深
刻
な
襲
面
題
で
す
。

そ
れ
は
、
江
戸
時
代
、
徳
川
幕
府

に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
封
建
的
身

分
制
度
に
某
『
つ
ぐ
差
別
に
起
因
し
、

今
な
お
仕
事
・
結
婚
・
教
育
・
住

環
境
な
べ
牛
曹
て
行
ぐ
た
め
に

欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
権
利
と
自

由
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
と
い
う
問

題
で
す
。

　
昭
和
四
十
年
に
国
か
ら
出
さ
れ

た
同
和
対
策
審
議
会
の
答
申
で
は
、

同
和
地
区
で
あ
る
故
に
解
決
さ
れ

ず
に
取
り
残
さ
れ
て
い
る
環
境
の

実
態
と
、
同
時
に
、
憲
法
の
下
で

一
見
平
等
と
見
え
る
就
職
、
就
学
、

結
婚
な
ど
の
問
題
に
、
い
ぜ
ん
と

し
て
厚
い
壁
が
あ
り
、
感
情
・
意

識
・
思
想
な
ど
に
よ
る
偏
見
が
あ

る
こ
と
名
混
一
Ｌ
荼
し
た
。

　
更
に
、
同
和
問
題
を
、
人
々
の

感
情
や
意
識
に
潜
み
言
葉
に
な
っ

て
表
わ
れ
る
差
別
と
、
現
実
の
暮

ら
し
の
上
に
表
わ
れ
る
差
別
と
に

分
類
し
、
こ
の
二
つ
の
形
態
の
差

別
が
因
果
関
係
夕
保
ち
、
相
互
に

作
用
ｋ
号
て
い
る
と
し
て
い
ま

す
。

　
そ
し
て
、
同
和
問
題
は
人
間
の

自
由
と
平
等
に
関
す
る
問
題
で
あ

り
、
憲
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た

基
本
的
人
権
に
か
か
わ
る
課
題
で

あ
る
と
の
認
識
に
立
っ
て
、
そ
の

解
決
に
向
け
て
国
民
的
課
題
と
し

て
、
ま
た
国
や
地
方
自
治
体
の
責

務
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
本
市
で
も
、
同
和
問
題
の
解
決

か
基
本
政
策
の
一
つ
に
揚
げ
、
憲

法
の
理
念
や
法
律
に
従
っ
て
国
や

府
と
協
力
し
て
事
業
を
進
め
て
来

ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
今
Ｒ
住
宅
や
道
路
、

水
道
、
下
排
水
な
ど
、
委
擬
境

　　　　　　日本国憲法（前文）

　日本国民は、正当に選挙された国会における代表者

を通じて行動し、われらとわれらの子孫のために. 儲

国民との協和による成果と、わが国全土にわたって自

由のもたらす恵沢を確保し、政府の行為によって再び

戦争の惨禍が起こることのないようにすることを決意

し、ここに主権が国民に存することを宣言し、この憲

法を確定する。そもそも国政は、国民の厳粛な信託に

よるものであって、その権威は国民に由来し、その権

力は国民の代表者がこれを行使し、その福利は国民が

これを享受する。これは人類普遍の原理であI)、この

憲法は、かかる原理に基づくものである。われらは、

これに反する一切の憲法、法令及び詔勅を排除する。

　日本国民は、恒久の平和を念願し、人間相互の関係

を支配する崇高な理想を深く自覚するのであって、平

和を愛する諸国民の公正と信義に信頼して、われらの

安全と生存を保持しようと決意した。われらは、平和

を維持し、専制と隷従、圧迫と偏狭を地上から永遠に

除去しようと努めている国際社会こおいて、名誉ある

地位を占めたいと思う。われらは、全世界の国民が、

ひとしく恐怖と欠乏から免がれ、平和のうちに生存す

る権利を有することを確認する。

　われらは、いずれの国家も、自国のことのみに専念

して他国を無視してはならないのであって、政治道徳

の法則は、普遍的なものであり、この法＼に従うこと

は、自国の主権を維持し、他国と対等関係に立とうと

する各国の責務であると信ずる。

　日本国民は、国家の名誉にかけ、全力をあげてこの

崇高な理想と目的を達成することを誓う。

の
物
的
面
で
の
改
善
牽
甲
心
に
、

一
定
の
成
果
か
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
八
年
に
行
り
れ
た
府

民
意
識
調
査
の
結
果
（
下
表
）
で
は
、

同
和
地
区
に
住
む
人
た
ち
の
牛
活

の
安
定
向
上
の
た
め
の
施
策
に
対

し
、
多
く
の
人
た
ち
が
事
業
を
理

解
し
、
同
和
問
題
を
認
識
し
て
い

る
こ
と
奎
ふ
し
て
い
未
了
。

　
し
か
し
、
問
題
点
も
あ
り
求
ｙ
。

そ
れ
は
、
同
和
対
策
事
業
に
つ
い

て
「
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う

回
答
や
、
「
回
答
な
し
」
が
多
く

見
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
同
和
問

題
や
そ
の
解
決
に
関
心
の
な
い

人
が
、
相
当
数
あ
る
こ
と
舎
不

し
て
い
ま
す
。

　
大
切
な
の
は
同
和
問
題
を
正

し
く
理
解
し
、
そ
の
理
解
を
問

題
の
解
決
に
結
び
つ
け
て
行
ぐ

積
極
的
な
姿
勢
で
す
。

互
い
に
守
ろ
う

　
　
　
基
本
的
人
権
を

　
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
大
切

な
人
権
は
守
ら
れ
て
い
る
で
し
ょ

フ
か
。
あ
な
た
自
身
、
意
識
的
・

無
意
識
的
で
あ
る
こ
と
を
問
わ
ず
、

人
を
職
業
や
学
歴
、
出
身
地
な
ど

で
判
断
し
た
り
、
女
性
や
身
体
に

障
害
聚
持
つ
人
な
ど
に
対
し
て
不　　　　第11回解放文化祭

(SB1. 9 . 3木幡河原隣保館で)

当
な
取
り
扱
い
を
し
、
他
人
の

人
権
を
侵
害
し
て
い
な
い
で
し

ょ
ラ
か
。

　
一
方
、
私
た
ち
の
社
会
に
は
、

ま
だ
ま
だ
家
柄
や
血
筋
な
ど
を

重
ん
じ
る
意
識
。
昔
な
が
ら
の

し
き
た
り
や
慣
習
、
採
信
が
多

く
残
っ
て
い
未
了
。
こ
の
中
に

は
、
互
い
の
人
権
參
尊
重
す
る

態
度
と
か
け
離
れ
た
も
の
、
差

別
を
支
え
た
り
す
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　
私
た
ち
一
人
ひ
と
び
が
、
同

和
問
題
を
は
じ
の
あ
ら
ゆ
る
差

別
に
つ
い
て
家
庭
や
地
域
、
職

場
な
ど
で
よ
く
話
見
回
、
基

本
的
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
明
る

く
住
み
よ
い
社
会
を
築
く
た
め

に
、
積
極
的
に
行
動
１
　
工
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
（
同
和
対
策
室
）
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宇治自然史クラブ

　　

　
小
学
生

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　
▼
と
き
・
：
５
月
1
6
日
か
ら
６
月

７
日
ま
で
の
土
・
日
曜
日
、
午
後

５
時
～
７
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
木
幡
小

学
校
体
育
館
▼
対
象
・
定
員
・
：
小

学
校
５
・
６
年
生
3
0
人
（
仮
祗
）

ｙ
参
加
費
・
：
無
料
▼
申
し
込
み
…

電
話
で
市
民
体
育
課
へ
。

　
第
４
回
宇
治

　
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

　
▼
と
き
・
・
・
５
月
1
7
日
聞
、
午
前

1
0
時
ス
タ
ー
ト
▼
参
加
対
象
・
・
・
２

～
ｌ
人
で
１
矛
・
‐
ム
（
児
童
だ
け

の
矛
・
‐
ム
は
不
可
）
▼
集
合
場
所

　
宇
治
公
民
館
で
は
、
青
少
年
に

ふ
る
さ
と
の
自
然
牽
よ
く
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
宇
治
自
然
史
ク
ラ

ブ
か
設
け
て
い
ま
す
。

　
例
会
で
は
、
鉱
物
の
結
晶
の
話

か
ら
、
地
質
の
話
、
火
山
の
話
、

大
陸
移
動
説
の
話
ま
で
興
味
あ
ふ

れ
る
講
座
を
開
き
ま
す
。

　
野
外
学
習
で
は
、
宇
治
を
中
心

と
す
る
山
城
地
域
の
地
層
を
観
察

し
た
り
、
岩
石
や
化
石
の
採
渠
を

し
な
が
ら
目
然
を
学
習
。

　
ま
た
、
異
っ
た
年
齢
の
子
供
た

ち
の
友
情
を
は
ぐ
ぐ
み
、
仲
間
つ

く
り
を
進
め
ま
す
。

　
昨
年
度
の
自
然
史
ク
ラ
ブ
で
は

大
き
な
水
晶
か
採
集
し
た
り
、
珍

し
い
ウ
ミ
ユ
リ
や
ウ
ニ
の
化
石
を

▲宇治自然史クラブの野外学習（61年11月９日、大文字山〉

石
灰
岩
の
中
か
ら
見
つ
け
た
り
、

楽
し
い
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
君
も
わ
た
１
　
七
、
宇
治
自
然
史

ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
、
楽
し
ぐ
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

　
入
会
あ
ん
な
い

▽
対
象
…
市
内
に
在
住
す
る
小
学

　
校
５
・
６
年
生
、
中
学
生
、
高

　
校
生

▽
定
貝
・
・
・
3
0
人
（
先
着
順
）

▽
会
費
・
：
五
百
円
（
半
年
分
）

　
た
だ
し
、
野
外
学
習
な
ど
の
交

　
通
費
は
各
自
負
担

▽
例
会
日
程
・
：
下
表
（
上
半
期
の

　
日
程
）

▽
会
場
・
・
・
宇
治
公
民
館
及
び
現
地

　
野
外

▽
指
導
者
・
・
・
元
維
孝
館
中
学
校
教

　
諭
・
吉
川
健
次
さ
ん

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
・
・
宇

　
治
公
民
館
（
宇
治
里
尻
7
1
‥
１
９
、

　
酋
＠
2
8
0
4
）
へ
電
話
か
来

　
館
で
。
　
　
（
宇
治
公
民
館
）

お
知

ら
せ

　
ア
ル
バ
イ
ト

　
　
登
録
者
の
募
集

　
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
給
食

調
理
の
ア
ル
バ
イ
ト
登
録
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
（
欠
員
が
生
じ
た

時
に
雇
用
）
。

　
調
理
師
免
許
の
有
無
は
問
い
ま

…
Ａ
コ
ー
ス
は
京
都
銀
行
小
倉
支

店
駐
車
場
、
Ｂ
コ
ー
ス
は
京
都
銀

行
三
室
戸
支
店
駐
車
場
▼
定
員
・
：

Λ
・
Ｂ
各
コ
ー
ス
共
4
0
チ
ー
ム
▼

参
加
費
・
・
・
Ｌ
人
二
百
円
▼
申
し
込

み
・
・
・
５
月
９
日
出
ま
で
に
電
話
で

市
民
体
育
課
へ
▼
問
い
｛
Ｂ
せ
…

山
本
理
恵
子
さ
ん
（
豊
⑩
１
４
８

９
）
か
市
民
体
育
課
へ
。

　
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
豊
＠
3

8
9
4
）
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
市
民
歩
こ
う
会

　
▼
と
き
・
：
５
月
1
0
日
囲
、
午
前

８
時
半
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
宇
治
駅
前

災
合
（
雨
天
の
場
合
は
５
月
1
7
日

宇治自然史クラブの例会日程表(上半期)

回 日　　程 内　　　　容

１
　5 月i6日山

午後2時～4B.!f

オリエンテーション

花聞岩と鉱物の話

２
　５月24日(11)

午前8時～午後4時

野外学習（亀岡･独鈷投観音山）

独鈷投観音山の鉱物を調べよう

３
　6 月6日出

午後2時～4時

亀岡で採集した鉱物のび理

石灰岩と化石の話

４
　6 月14日(i)

午i!ti8時--午後4時

野外学習（京都・鞍馬山）

石灰岩を採集しよう

５
　７月18日出

午後2時～4時

採柴した町灰岩の整理

滋n県･田上山の鉱物の話

６
　7 月24日(令)

午前8時～午後4時

野外学i"/(滋rlf大汁・田I:山)

ili八･田上山の鉱物を調べよう

７
　8 月27日(ね

午前8時～午後4時

野外学??(京都和知町・鐘打鉱山)

鐘打鉱山のm物を調べよう

８
　９月12日出

午後2時-4時

鐘打鉱山の採集鉱物を整理

京祁、大原野の石灰岩の話

９
　９月20日(日)

午前8時～午後4時

野外学習（京祁西山､大原野）

大原野の石灰岩を採集しよう

せ
ん
。
市
販
の
履
歴
書
で
５
月
1
4

日
閑
ま
で
に
教
育
委
員
会
総
務
課

（
ａ
⑩
3
1
4
1
）
へ
。
（
総
務
課
）

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
や
ま
ぷ
き
学
級
（
心
身
障
害
者

教
室
）
で
は
、
障
害
者
青
年
の
交

流
を
目
指
し
て
「
や
ま
ぶ
き
コ
ー

ヒ
ー
ハ
ウ
ス
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
の
教
室
に
ス
タ
″
フ
と
し

て
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
か
求
め
て
い
ま
す
。

　
ご
連
絡
は
、
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
（
ａ
⑩
3
1
4
1
）
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

　
社
会
保
険
相
談
所

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
・
・
５
月
８
日

出
＝
小
倉
公
民
館
、
５
月
2
2
日
面

＝
広
野
公
民
館
。
時
間
は
い
ず
れ

も
午
後
１
時
１
４
時
。

　
　
　
　
　
　
　
（
保
険
年
金
課
）

囲
に
順
延
）
▼
マ
ー
ス
・
・
・
Ｊ
Ｒ
西

日
本
宇
治
駅
↓
大
和
小
泉
駅
↓
松

尾
寺
↓
湊
等
↓
法
隆
寺
駅
↓
宇

治
駅
（
約
1
4
J
）
▼
準
Ｓ
ｎ
ｇ
-
弁

当
、
水
筒
、
雨
具
な
ど
（
交
通
費

は
各
自
負
担
）
▼
問
い
合
わ
せ
・
：

木
村
長
次
さ
ん
（
萱
⑤
3
6
3
3
）

へ
。

　
第
2
5
回
宇
治
市

　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会

　
▼
と
き
…
５
月
1
0
日
面
（
小
雨

決
行
）
ｙ
集
合
場
所
・
・
・
太
陽
が
丘

フ
ァ
ミ
リ
ー
広
場
で
、
午
前
８
時

半
～

1
0
時
半
ま
で
受
け
付
け
▼
ク

ラ
ス
ー
コ
ー
ス
距
離
・
・
・
下
表
▼
参

加
料
…
個
人
よ
一
百
円
、
ク
ル
ー

　
第
２
回

　
　
　
歴
史
散
策

　
▼
と
き
・
：
５
月
1
7
日
面
、
午
後

―
壁
Ｔ
５
時
▼
集
合
場
所
・
：
木

幡
公
民
館
▼
内
容
・
・
・
東
宇
治
の
中

世
を
訪
石
て
▼
定
員
・
：
6
0
人
（
先

着
順
）
▼
申
し
込
み
…
歴
史
資
料

館
（
豊
⑩
1
3
1
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
歴
史
資
料
館
）

　
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

　
　
講
　
習
　
会

　
▼
と
き
・
：
５
月
1
3
日
困
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
小
倉
公

民
館
▼
対
象
・
・
・
婦
人
▼
定
員
・
・
・
2
5

人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費
・
・
・
無
料
▼

講
師
…
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
委

員
・
堀
井
洋
子
さ
ん
▼
主
催
…
小

倉
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
▼
申

し
込
み
・
：
小
倉
公
民
館
（
小
倉
町

寺
内
9
1
、
容
⑩
4
6
8
7
）
へ
電

オリエンテーリング大会のクラス･距離表

個　人
個人

クラス

Ａ ７～８
キロ 中学生以上の個人

Ｂ 5～7
キロ

中学生以hの個人(初心軒向)

グn プ

(2～5 人

　　1≫1)

－a

クラス

Ａ 6～8
キロ

男．女又IJ混合で構成する

バーテ４

Ｂ 5～7
キロ

男、女又は混合で構成する

パーティ（初心者向）

家族クラス 4～6
キロ

子供を含む家族で構成する

パーティ

少年・少女
クラ　ス

4～6
キロ

14r%までの男児もしくは女
児のみのパーティあるいは
その混合のハーディ

プ
＝
よ
百
円
▼
持
菅
Ｔ
赤
ボ

ー
ル
ペ
ン
、
雨
具
な
ど
。

　
な
お
、
コ
ン
パ
ス
は
主
催
者
で

用
意
し
柔
了
。

話
か
来
館
罵
　
（
小
倉
公
民
館
）

　
八
口
ッ
ク
音
楽
の
夕
べ

　
▼
と
き
・
・
・
５
月
1
0
日
間
、
午
後

６
時
半
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
：
文
化
会

館
小
ホ
ー
ル
▼
曲
目
・
：
ビ
バ
ル
デ

ィ
「
四
季
」
外
▼
入
場
料
・
：
三
百

円
（
当
日
券
有
り
）
▼
主
催
…
宇

治
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
、
室
内
合
奏
団
ム
ジ
ー
ク
ク

ラ
イ
ン
▼
問
い
合
わ
や
・
大
罪
洋

子
さ
ん
（
豊
⑩
0
9
5
5
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

　
登
　
記
　
相
　
談

　
▼
と
き
・
：
５
月
1
2
日
脚
、
午
後

１
時
半
ト
ー
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
市

総
合
福
祉
会
館
▼
対
象
…
市
内
に

居
住
す
る
人
▼
相
談
員
・
：
司
法
書

士
▼
費
用
・
：
無
料
。

　
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
危
険
物
取
扱
者
試
験

　
▼
と
き
・
：
６
月
1
3
日
出
▼
と
こ

ろ
・
：
日
産
車
体
㈱
京
都
工
場
Ｐ
Ｒ

会
館
▼
試
験
区
分
・
・
・
甲
・
乙
・
丙

公
共
下
水
道

各
種
▼
願
書
配
布
・
・
・
午
前
８
時
半

～
午
後
５
時
、
消
防
本
部
、
各
消

防
（
分
）
署
で
▼
願
書
受
け
付
け
・
：

５
月
Ｈ
日
側
～
1
3
日
團
ま
で
に
京

都
府
職
員
会
館
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
消
防
本
部
）

　
赤
十
字
社
資
募
集

　
今
月
は
、
赤
十
字
社
員
増
強
、

社
資
募
集
運
動
月
間
で
す
。

　
赤
十
字
事
業
に
は
、
国
際
救
護

活
動
や
献
血
事
業
、
災
害
救
護
な

ど
が
あ
り
、
事
業
資
金
は
す
べ
て

社
資
で
賄
わ
れ
て
い
未
了
。

　
町
内
（
自
治
）
会
を
通
じ
て
、

社
資
募
集
の
お
願
い
を
し
乖
ゐ

で
よ
ろ
Ｌ
ｙ
λ
に
）
協
力
く
だ
さ
い
。

　
（
日
本
赤
十
字
社
宇
治
市
地
区
）

折
居
台
一
丁
目

　
国
友
　
祐
樹
ち
ゃ
ん

　
　
　
ｓ
6
1
・
４
・
2
2
①

　ゆうきちゃんは、お父さんが大

好き。くっついて離れません。

　この欄に掲載するお子さん（61

年５月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。

供
用
開
始
区
域
広
が
る

中央図書館のお知らせ

　
そ
よ
か
ぜ
号

　
　
　
お
は
な
し
会

　
５
月
１
日
か
ら
1
4
日
ま
で
は

　
「
こ
夕
も
読
書
週
凹
。

　
中
央
図
書
館
で
は
、
子
供
と

本
の
楽
し
い
出
会
い
の
広
場
お

は
な
し
会
を
、
動
く
図
書
館
そ

よ
か
ぜ
号
の
巡
回
に
併
せ
て
、

次
の
二
地
区
で
行
い
ま
す
。

・
西
岡
屋
会
館
…
５
月
７
日
團
、

　
午
後
２
時
4
0
分
か
ら
と
３
時

　
1
0
分
か
ら
の
２
回
。

・
ユ
ニ
チ
カ
蔭
山
社
宅
集
会
所

　
昭
和
六
十
二
年
四
月
十
七
日

か
ら
、
上
図
の
区
域
で
も
公
共

下
水
道
の
供
用
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。

　
健
康
で
快
適
な
生
活
環
境
を

つ
く
る
た
め
に
、
排
水
設
備
の

設
置
客
緩
ぐ
る
み
で
進
め
て

い
た
だ
ぐ
ぷ
７
お
願
い
し
康
ｙ
。

　
水
洗
化
や
排
水
設
備
工
事
は
、

市
の
指
定
の
「
排
水
設
備
工
事

公
認
業
者
」
レ
か
出
来
ま
せ
ん
。

必
ず
公
認
業
者
か
ら
選
ん
で
工

事
を
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
ご
相
談
、
お
間
覧
Ｂ
せ
は

下
水
道
管
理
課
（
a
0
8
4
7

6
）
へ
。
（
下
水
道
管
理
課
）

マ
に
お
ほ
さ
ん
に
関
す
る
絵
本

や
読
み
物
な
ど
を
展
示
。
期
間

は
６
月
2
8
日
間
ま
で
。
家
族
そ

ろ
っ
て
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
・
：
５
月
1
3
日
團
、
午

後
３
時
Ａ
時
半
▼
と
こ
ろ
…

小
倉
公
民
館
保
育
室
▼
内
容
・
：

お
は
な
し
、
読
み
聞
か
せ
、
紙

芝
居
▼
参
加
料
・
・
・
無
料
▼
問
い

ふ
Ｂ
ｔ
…
サ
ー
ク
ル
「
絵
本
の

き
代
表
、
後
藤
礼
子
さ
ん
（
容

⑩
8
9
9
1
）
へ
。

　
　
郷
土
史
学
習
会

　
　
　
「
宇
治
川
」

　
▼
と
き
・
：
５
月
1
3
日
困
か
ら

毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
、
午
前

1
0
時
Ｉ
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治

公
民
館
（
宇
治
里
尻
7
1
1
9
）

▼
内
容
・
・
・
「
タ
イ
ム
ス
リ
″
プ

宇
治
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
内
の

昔
を
訪
ね
る
▼
講
師
・
：
若
原
英

式
さ
ん
▼
申
し
込
み
・
・
・
当
日
直

接
会
場
へ
▼
主
催
・
：
宇
治
市
読

書
ク
ラ
ブ
協
議
会
▼
問
い
＜
Ｅ
Ｑ

ｔ
J
.
：
井
上
吉
子
さ
ん
（
き
⑩
7

5
1
7
）
、
小
畑
み
ち
よ
さ
ん

　
（
豊
⑩
8
5
3
8
）
、
前
川
桂

子
さ
ん
（
⑤
3
4
5
8
）
へ
。

･-･-----･

ル
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市民体育の
　お知らせ

市民体育の

　お知らせ

　　○
叛

市民体育課(き22314I)

社
会
福
祉
協
議
会
の
各
種
相
談
が
一
部
変
更
に

会員を募集中
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　　　⊂二取二m.つ

●19日(コピア〈株〉関西工場=10時～正午、

　青少年文化研修道場= 13時半～15時半),29

　日(三谷合金製作所〈株〉=10時～11時. 11

　時50分～15時半、主催大曲町内会)。

　　飼えなくなった犬･猫の引き取り

●12日(木幡公民分館10時40分発、小倉公民

　館10時50分発、旦椋公会堂11時10分発、宇

　治保健所11時半着)。

　　今月で順回による引き取り制度は廃止し

　ますが、宇治保健所での引き取りは従来ど

　おり(毎週月曜日午前９時～lO時半)行い

　ます。

　　　C ffil^3!)^こ

●青少年相談(26日、市民会館13時-16時)。

　青少年の非行に関する悩みなど、気軽にご

　相談ください。

●京都府交通事故相談( 6 H , 20日、京都府

　宇治地方振興局a⑩2049、9時～16時く土

　曜日は午前９時～11時〉)。

　交通事故の法律問題、示談のしかたなど、

　お気軽にご相談ください。相談は無料、秘

　密は厳守。

　社会福祉協議会の法律（定貝10人）・年

金・結婚・心配ごとなどの相談日程や、

行政・人権・消費生活・精神薄弱者相談

の日程は･､62年度版「市民カレンダーと･

手びき」に掲載。ご利用ください。

　このほか、市政相談と一般生活相談は

市役所市民相談室で、消費苦情相談は商

工観光課で、教育相談は教育委員会で、

日曜日を除く毎日受け付け。家庭児童相

談は月～金曜日の10時~16時に総合福祉

会館3 階の家庭児童相談室（n⑩8698）

で。
－

叙

．

‘

四大節
｛

匹 ぺ
． 頴μ

宇
治
市
中
央
図
書
館
（
酋
⑩
１
５
１
１
）

2
9
日
吻

2
7
日
s

2
6
日
肉

９
苔
‥
【
倒

2
1
日
困

2
0
日
南

1
9
日
輿

ａ
日
1

1
3
日
出

に
日
…
閃

８
日
倒

７
日
團

６
日
南

一
日
崩

日

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

移
動
図
書
館

北
棋
島

広
　
野

開
伊
勢
田

蔭
　
山

棋
　
島

南
小
倉

緑
ヶ
原

平
盛

西
大
久
保

大
久
保

遊
　
田

南
陵
町

北
小
倉

‘
明
星
町

志
津
川

黄
巣

木
幡

岡
　
屋

福
　
角

東
南
山

広
岡
谷

御
蔵
山

六
地
蔵

地
　
区

４
・
０
　
５
・
０

―
・
Ｏ
～
１
・
３

５
・
０
　
６
・
０

１
・
Ｏ
ー
ー
・
０

３
・
０
　
４
・
０

１
・
３
Ｓ
Ｉ
・
３

３
・
０
　
５
・
０

―
・
３
～
１
・
３

５
・
０
　
６
・
０

１
・
ｏ
～
―
・
０

３
・
０
　
４
・
０

１
・
３
～
１
・
２

1
0
‥
0
0
～
1
1
‥
1
0

３
・
０
　
５
・
０

１
・
３
～
１
・
３

４
・
０
　
６
・
０

１
・
４
Ｓ
Ｉ
・
０

1
3
‥
3
0
～
1
4
‥
2
0

Ｏ
・
０
　
１
・
０

―
・
Ｏ
～
１
・
０

４
・
０
　
５
・
０

１
・
Ｏ
～
１
・
３

Ｏ
・
０
　
１
・
０

１
・
Ｏ
Ｓ
Ｉ
・
０

３
・
０
　
５
・
０

１
・
３
ｊ
ｌ
・
３

４
・
０
　
５
・
０

１
・
２
～
―
・
２

３
・
０
　
４
・
０

１
・
３
Ｓ
Ｉ
・
０

Ｏ
・
０
　
１
・
０

１
・
Ｏ
～
１
・
Ｏ

1
3
‥
3
0
～
1
5
‥
3
0

４
・
０
　
５
・
０

１
・
４
～
―
・
３

３
・
０
　
４
・
０

１
・
３
Ｓ
Ｉ
・
２

４
・
０
　
５
・
０

―
’
・
３
Ｓ
Ｉ
・
４

、
1
3
‥
3
0
～
1
4
‥
1
0

1
4
‥
2
0
～
1
6
‥
0
0

３
・
０
　
４
・
０

１
・
３
～
１
・
０

駐
車
時
間

北
横
島
小
学
校

大
久
保
小
学
校

開
公
民
分
館
前

伊
勢
田
神
社

ユ
ニ
チ
カ
社
宅
前

m
t
s
<
?
ー
K
-
n
g
s
T
-
.

八
木
ガ
レ
ー
ジ

南
小
倉
小
学
校

緑
ヶ
原
蔭
田
緑
地

平
盛
小
学
校

西
大
久
保
小
学
校

旦
椋
公
会
堂
前

西
小
倉
中
学
校
北
門

南
陵
第
２
児
童
公
園

北
小
倉
小
学
校

汚
水
処
理
場
横

志
津
川
バ
ス
駐
車
場

万
福
寺
駐
車
場

木
幡
公
民
館
前

岡
屋
小
学
校

南
部
小
学
校

う
め
が
き
商
店
前

明
星
保
育
園
上
ル

御
蔵
山
小
学
校

六
地
蔵
公
会
堂
前

駐
車
場
所

緑ケ原←太陽が丘
バス路線図

　
市
で
は
、
昨
年
十
一
月
か
ら
緑

ケ
匝
Ｔ
太
陽
が
丘
問
の
直
通
路
線

バ
ス
を
試
行
運
転
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
路
線
は
、
平
日
・
休
日
と

も
一
日
四
往
復
。
主
な
停
留
所
の

時
刻
は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　
こ
の
バ
ス
に
よ
り
、
市
９
屏
や

磐
宿
祉
会
館
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、

太
陽
が
丘
な
ど
の
各
施
設
を
有
効

に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
罵

　
も
っ
と
ご
利
用
を

　
昨
年
の
十
一
月
か
ら
今
年
の
三

月
ま
で
の
利
用
客
は
、
一
便
平
均

六
・
四
人
で
す
。
市
で
は
、
十
月

三
十
一
日
ま
で
試
行
運
転
金
昆
一

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
で
か
、
安

定
的
な
運
行
確
保
の
た
め
、
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
期

待
し
て
い
ま
ず
。
（
交
通
労
政
課
）

（緑ケ原→太陽が丘）バス時刻表（太陽が丘→緑ケ原）

西
小
倉
か
ら
太
陽
が
丘
へ

　
　
　
　
　
直
通
路
線
バ
ス

緑ヶ原 近鉄小倉 市役所 太陽が丘

9:05 9:14 9:23 9:28

10:25 :o:34 10:43 10:48

12:45 12:54 13: 03 13: 08

14:55 15:04 15:13 15:18

太陽が丘 市役所 近鉄小倉 緑ヶ原

9:52 9:57 10:06 10:15

12: 12 12: 17 12:26 12:35

14: 22 14:27，14: 36 14:45

16:57 17:02 17:1117:20

5月

の燃

えな

いゴ

ミ・

し尿

収集

日程

表

724

保
健
・
衛
生
・
相
談
・
移
動
図
書
館
（
5
月
分
）

試行期間

10月31日まで

し尿収集の届け出を

燃えないゴミ（市役所清掃事務所電話22－3141） し尿（城南衛生管理組合電話075－631－5171）
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